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市
民
の
提
案
に
よ
る
「
二
十
一
世
紀
へ
の
横
浜
の
街
づ
く
り
」

一
―
は
じ
め
に

　
人
類
に
と
っ
て
、
大
き
な
世
紀
の
区
切
り
で

あ
る
西
暦
二
〇
〇
一
年
＝
二
十
一
世
紀
を
あ
と

二
〇
年
後
に
控
え
た
現
在
、
わ
れ
わ
れ
の
構
築

し
た
「
都
市
」
は
、
今
な
お
幾
多
の
難
題
を
包

含
し
つ
つ
存
在
し
て
い
る
。

　
か
つ
て
な
い
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
日
本

で
も
都
市
は
急
成
長
し
た
が
、
そ
れ
は
準
備
運

動
を
し
な
い
ラ
ン
ナ
ー
に
似
て
い
た
。
走
れ
る

だ
け
走
っ
た
後
で
体
の
不
調
を
訴
え
て
も
競
技

は
止
ま
ら
な
い
。
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
は
、
し
か
し
、
こ
の
競
技
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
て
し
ま
っ
た
。

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
富
の
追
求
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
確
か
に
わ
れ
わ
れ
に
打
撃
を
与
え

た
が
、
同
時
に
貴
重
な
反
省
の
時
間
を
与
え
は

し
な
。
か
っ
た
か
？

　
専
門
家
や
住
民
組
織
の
指
摘
し
た
「
都
市
問

題
」
は
、
都
市
の
成
長
の
最
中
に
あ
っ
て
自
家

消
化
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ク
ル
マ
公
害

を
唱
え
る
住
民
は
マ
イ
カ
ー
を
乗
り
回
し
た

し
、
年
間
一
万
人
を
超
え
る
事
故
死
者
数
は
人

々
を
驚
か
す
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

　
七
三
年
以
来
、
都
市
問
題
の
噴
出
が
終
息
し

た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
、
人
々

は
自
ら
住
み
、
働
き
、
憩
う
場
で
あ
る
「
都
市
」

の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
、
立
ち

止
ま
り
考
え
始
め
て
い
る
。
「
文
化
都
市
」
と
い

っ
た
一
見
安
直
な
流
行
語
で
さ
え
、
高
度
成
長

期
に
は
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
市
制
九
〇
周
年
、
開
港
一
二
〇
周
年
を
記
念

し
て
一
九
七
九
年
十
一
月
に
横
浜
駅
西
口
・
相

鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
街
づ
く
り

展
」
　
（
横
浜
市
都
市
整
備
局
主
催
）
は
こ
う
し

た
背
景
を
踏
ま
え
、
未
来
の
横
浜
の
街
づ
く
り

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
市
民
に
問
題
提
起
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
同
展
で
は
同
時
に
、
「
二
十
一
世
紀
を
展
望

す
る
横
浜
の
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
今
回
は
そ
の
結
果
報

告
を
す
る
と
共
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。

二
―
市
民
の
提
案
に
よ
る
「
二
十
一

　
　
　
　
世
紀
へ
の
横
浜
の
街
づ
く
り
」

　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
諸
元
は
表
―
１
の
と
お

り
で
あ
る
。
ま
た
、
自
由
表
記
法
に
よ
る
市
民

の
提
言
を
担
当
者
が
全
て
目
を
通
し
て
分
類
し

集
計
し
た
結
果
が
図
―
１
～
５
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
の
結
果
を
基
に
、
市
民
の
描
く
二

十
一
世
紀
の
横
浜
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
す
る
も
の
で
あ
石
。

表－１　街づくり展アンケート　実施諸元

石
毛
良
夫

小
松
崎
隆

①
―
市
民
は
緑
を
欲
し
て
い
る

　
　
「
自
然
や
緑
を
保
全
す
る
」
「
都
市
公
園
や

広
場
、
緑
地
を
創
造
す
る
」
と
い
っ
た
内
容
の

提
言
が
圧
倒
的
に
多
く
、
双
方
で
二
七
％
を
越

え
た
。
市
民
の
生
の
提
言
を
い
く
つ
か
掲
げ
よ

　
―
「
自
然
と
身
近
に
接
す
る
本
当
の
″
ひ
ろ

　
　
ば
″
を
持
っ
た
街
を
期
待
す
る
」

　
―
「
外
国
の
公
園
に
リ
ス
や
野
鳥
が
い
る
よ

　
　
う
に
、
緑
と
動
物
が
い
る
街
に
」

　
―
「
日
本
大
通
り
の
落
葉
を
二
週
間
ほ
ど
清

　
　
掃
し
な
い
で
ほ
し
い
」

　
六
八
年
の
都
計
法
改
正
に
伴
う
市
街
化
区
域

・
調
整
区
域
の
線
引
き
は
、
法
改
正
自
体
が
遅

き
に
失
し
た
と
は
い
え
、
市
域
の
二
五
％
を
調

う
。



図―1　「21世紀への街づくり」への提言

男　1,375件　女　312件　合計　1,687件

整
区
域
と
し
て
残
す
こ
と
が
出
来
た
の
ぱ
自
然

の
保
全
に
と
っ
て
一
応
の
成
果
て
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
横
浜
市
は
緑
の
保
全
に
つ
い
て
各
種

の
施
策
を
打
ち
出
し
て
き
て
い
る
が
、
市
街
化

区
域
内
の
残
存
緑
地
は
年
々
減
少
の
一
途
を
た

上件数　下％

｢21世紀への街づくりへの提言　男女別比較図―２
ど
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
斜
面
緑
地

を
利
用
し
た
新
型

式
の
住
宅
開
発
が

流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
景
観
的

緑
地
の
保
全
は
極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
一
方
、
都
市
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
一
人
当
た
り
一
・
八
七
㎡
（
昭
和
五
十
五
年

度
）
と
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
都
市
公

園
法
施
行
令
は
、
住
民
一
人
当
た
り
の
都
市
公

園
面
積
の
標
準
を
市
街
地
で
三
㎡
、
市
町
村
域

で
六
㎡
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
も
程

遠
い
。
自
治
体
の
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
に
せ
よ

一
人
六
㎡
は
画
餅
で
あ
る
。
ま
し
て
ハ
イ
ド
パ

ー
ク
や
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
よ
う
な
大
都
市

公
園
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
一
般
に
巨
大
都
市

に
は
、
児
童
公
園
や
近
隣
公
園
規
模
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
は
質
の
異
な
る
大
規
模
緑
地
が
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必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
モ
ス
ク
ワ
市
は
一

九
七
一
年
に
、
都
市
の
再
編
成
に
よ
る
。
大
規
模

緑
化
事
業
を
含
む
総
合
計
画
を
採
択
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
公
園
緑
地
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
、
市
の
「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
に

盛
り
込
む
必
要
が
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の

は
、
住
民
一
人
当
た
り
の
面
積
標
準
や
誘
致
距

離
基
準
と
い
っ
た
発
想
を
基
に
し
た
、
お
定
ま

り
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
で
あ
る
。
区
画
整
理

地
の
中
に
造
ら
れ
た
「
一
人
六
㎡
」
の
公
園
の

何
と
い
う
陳
腐
さ
！
　
こ
の
点
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー

ク
の
ベ
ス
ト
・
ポ
ケ
ッ
ト
・
パ
ー
ク
（
チ
ョ
ッ

キ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
ほ

ど
小
さ
な
公
園
の
意
。
写
真
と
図
―
６
）
に
は

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
公
園

に
も
「
設
計
基
準
」
を
超
え
た
設
計
思
想
が
必

要
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
市
民
の
真
に
要
求
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
大
通
り
公
園
は
、
当
初
都
市
計
画
決
定
を
前

提
と
せ
ず
に
設
計
さ
れ
た
都
市
公
園
で
あ
り
、

従
来
に
な
い
雰
囲
気
を
創
り
出
す
こ
と
に
成
功

し
た
が
、
管
理
面
の
問
題
か
ら
設
計
内
容
が
後

退
し
た
と
聞
く
。
公
共
施
設
の
管
理
責
任
問
題

に
つ
い
て
は
種
々
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
紙
面
を
割
く
余
裕
も
な
い
が
現

状
で
は
施
設
管
理
者
（
＝
自
治
体
）
側
が
弱
腰

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

「
水
の
広
場
」
で
水
遊
び
を
し
て
は
い
け
な
い

と
は
、
何
と
気
の
毒
な
子
ど
も
た
ち
だ
ろ
う
。



(男)図一3　「21世紀への街づくり」への提言　年令別比較　
ま
た
、
都
市
の
中
の
広
場
空
間
に
つ
い
て

は
、
横
浜
市
街
地
環
境
設
計
制
度
の
運
用
に
よ

る
山
下
公
園
前
の
ペ
ア
広
場
を
は
じ
め
、
各
地

区
の
再
開
発
指
導
に
よ
る
敷
地
内
空
地
の
広
場

化
か
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
一
手
法
と
し
て
定
着

化
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
こ
う
い
っ
た
手
法
が

全
建
築
物
に
及
ん
で
、
都
市
と
建
築
が
一
休
と

な
っ
て
地
区
形
成
を
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
広
場
空
間
に

は
、
自
然
に
人
が
集
ま
る
よ
う
な
演
出
（
た
と

図一4　「21世紀への街づくり」への提言　年令別比較（女）

え
ば
パ
リ
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
真
似
で
も
良

い
）
も
望
み
た
い
。

　
都
市
の
緑
の
保
全
や
創
造
は
一
朝
一
タ
に
出

来
る
も
の
で
は
な
い
。
緑
地
保
存
事
業
等
へ
の

市
民
の
理
解
を
高
め
て
も
ら
う
と
共
に
行
政
側

も
真
に
「
創
造
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
創
出
に
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。

②
―
市
民
に
と
っ
て
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
と
は
何
か

　
「
横
浜
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
、
地
域
性
を
大
切

図一5　「21世紀への街づくり」への提言　職業別比較

に
す
る
」
と
い
う
提
言
が
、
緑
の
保
存
・
創
造

に
次
い
で
二
位
（
七
・
五
％
）
を
占
め
た
。

　
生
の
声
を
掲
げ
る
と
、

　
―
「
こ
こ
が
横
浜
だ
。
こ
こ
に
来
れ
ば
横
浜

　
　
に
い
る
と
思
え
る
雰
囲
気
の
あ
る
町
」

　
―
｢
東
京
の
ま
ね
だ
け
は
し
て
欲
し
く
な
い
」

　
―
「
今
ま
で
の
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
わ
さ

　
　
な
い
よ
う
な
街
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
」

　
こ
の
提
言
は
、
男
女
や
年
令
差
は
ほ
と
ん
ど

関
係
な
く
平
均
化
し
て
お
り
、
職
業
別
で
「
大

学
生
」
に
若
干
大
き
な
数
字
の
出
て
い
る
（
一

〇
・
一
％
）
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
、
横
浜
の
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
具

体
的
に
は
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実

は
必
ず
し
も
具
体
的
で
な
い
か
ら
こ
そ
「
イ
メ

ー
ジ
」
な
の
で
は
あ
る
が
、
提
言
内
容
か
ら
推

察
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
…
…
海
…
…
、
…
…
港
…
…
、
…
…
開
港
、

…
…
文
明
開
化
…
…
、
…
…
居
留
地
…
…
、
…

…
異
人
館
…
…
、
…
山
手
…
…
、
…
…
元
町
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…
…
、
…
…
中
華
街
…
…
、
…
伊
勢
佐
木
町

…
…
、
…
…
馬
車
道
…
…

　
一
般
に
、
大
都
市
の
住
民
ほ
ど
、
街
の
中
の

ち
ょ
っ
と
し
た
特
徴
や
他
と
の
相
違
に
敏
感
で

あ
る
と
い
う
。
確
か
に
現
代
の
巨
大
都
市
は
、

視
覚
的
に
、
あ
る
い
は
人
間
の
全
官
能
に
、
訴

え
る
力
を
持
だ
な
い
。
薄
っ
ぺ
ら
な
フ
ァ
サ
ー

ド
の
事
務
所
ビ
ル
群
や
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
同

じ
住
宅
地
の
広
が
り
は
、
人
間
が
本
能
的
に
希

求
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
っ
た
も
の
と

無
縁
で
あ
る
。

　
東
京
の
原
宿
や
六
本
木
、
渋
谷
公
園
通
り
に

若
者
が
集
ま
る
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
を
考
え

る
と
納
得
で
き
る
。
彼
ら
が
発
見
し
た
の
は
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
店
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ソ

写真　N. Y. グリーンエーカーパーク

ス
、
酒
落
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
木
の
間
越
し
に
眺

め
ら
れ
る
大
使
館
や
金
髪
碧
眼
の
マ
ド
モ
ア
ゼ

ル
な
の
で
あ
る
。
上
田
篤
の
言
う
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
」
　
（
上
田
篤
編
「
都
市
の
文
化
行

政
」
）
は
、
こ
う
し
て
自
ら
の
性
格
を
方
向
づ

け
、
有
能
な
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
用
い
て
、
市

民
に
「
は
れ
」
の
場
を
提
供
し
続
け
よ
う
と
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
傾
向
が
、
主
と
し
て
ア
ン
ノ
ン
族

や
商
業
主
義
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
実
は
否
め

な
い
。
し
か
し
、
現
代
都
市
は
こ
の
他
に
誇
れ

る
街
並
み
を
持
っ
て
い
よ
う
か
。

　
さ
て
、
翻
っ
て
わ
が
ヨ
コ
ハ
マ
に
目
を
向
け

て
み
よ
う
。
あ
る
都
市
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
は
、

各
個
人
で
違
っ
て
当
然
で
は
あ
る
が
、
横
浜
の

場
合
、
大
多
数
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
港
―
開
港

―
文
明
開
化
に
帰
す
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い

で
あ
ろ
う
。
開
港
や
外
国
文
化
の
輸
入
は
ひ
と

つ
の
歴
史
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
代
に
直
接
結

び
つ
く
―
た
か
だ
か
一
二
〇
年
の
―
経
験
で
あ

図一６グリーンエーカーパーク平面図

り
、
人
々
が
極
め
て
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
も
の

で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
市
民
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ

志
向
性
の
強
い
都
市
は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
発
揮
す
る
上
で
極
め
て
有
利
で
あ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
都
市
は
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ

の
ネ
タ
を
い
つ
ま
で
も
残
し
た
り
、
発
展
継
承

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
街
並
み
と
し
て
ヨ
コ
ハ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
を
代

表
す
る
の
は
、
中
華
街
・
元
町
・
馬
車
道
・
伊

勢
佐
木
町
・
山
手
界
隈
・
山
下
公
園
周
辺
…
…

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
各
地
区

で
は
、
レ
ン
ガ
（
タ
イ
ル
）
や
ガ
ス
燈
・
馬
車

・
異
人
館
・
横
文
字
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
増

幅
を
図
っ
て
い
る
。
伊
勢
佐
木
町
は
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
手
法
で
あ
る
モ
ー
ル
化
事
業

に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は

こ
れ
で
新
し
い
横
浜
の
顔
と
な
っ
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

街
並
み
が
平
均
化
し
て
い
く
傾
向
も
見
受
け
ら

れ
る
。
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
の
手

法
や
商
店
街
の
モ
ー
ル
化
事

業
は
、
今
や
日
本
中
の
都
市

に
拡
大
す
る
勢
い
で
あ
る

し
、
ま
た
逆
に
中
華
街
の
店

が
洗
練
さ
れ
す
ぎ
た
り
、
元

町
に
東
京
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が

進
出
し
た
り
す
る
。
こ
う
い

っ
た
傾
向
は
、
あ
る
程
度
や

む
を
得
な
い
も
の
で
は
あ
る

が
、
地
元
の
商
業
者
は
自
ら
の
街
並
み
の
あ
り

方
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

行
政
側
も
都
市
美
観
調
査
（
昭
和
五
十
四
・
五

十
五
年
度
都
市
整
備
局
）
等
に
よ
り
横
浜
独
自

の
街
並
み
保
全
・
創
造
の
手
法
を
模
索
し
始
め

て
い
る
。

　
横
浜
の
地
域
性
重
視
を
主
張
す
る
市
民
の
提

案
は
、
同
時
に
、
東
京
を
中
心
と
す
る
首
都
圏

の
中
で
の
横
浜
の
機
能
的
自
立
を
も
主
張
し
て

い
る
。
国
レ
ベ
ル
の
中
枢
管
理
機
能
が
集
積
し

た
東
京
に
隣
接
す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
は
、

横
浜
の
都
市
構
造
を
著
し
く
肢
行
さ
せ
て
き
た

最
大
の
原
因
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
都
心
部
強
化
事
業
・
金
沢
地
先
埋
立
事

業
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
自
治
体

と
し
て
最
大
限
の
改
善
努
力
が
払
わ
れ
て
き
た

こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。

③
―
再
開
発
・
区
画
整
理
等
の
推
進

　
　
「
都
市
の
再
開
発
や
区
画
整
理
を
推
進
し

て
、
合
理
的
・
機
能
的
な
街
づ
く
り
を
行
う
」

と
い
う
提
言
が
第
三
位
（
六
・
八
％
）
を
占
め

た
。
性
別
で
は
男
性
に
多
い
こ
と
。
ま
た
職
業

別
で
教
育
職
に
意
見
が
見
ら
れ
な
い
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。

　
生
の
声
を
掲
げ
る
。

　
―
「
高
層
ビ
ル
の
中
に
も
、
ス
ッ
キ
リ
と
整

　
　
頓
さ
れ
た
商
店
街
と
ゆ
た
か
な
緑
、
ま
た

　
　
芸
術
の
あ
る
広
場
が
ほ
し
い
」

　
―
「
海
の
玄
関
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
横
浜
駅

66調査季報66―80. 6



　
　
東
口
の
開
発
の
早
期
整
備
と
港
湾
の
改
良

　
　
を
」

　
本
項
目
に
分
類
さ
れ
た
提
言
か
ら
、
市
民
が

本
当
に
望
む
都
市
開
発
の
あ
り
方
は
、
合
理
性

追
求
と
ペ
ア
に
な
っ
た
都
市
環
境
改
善
で
あ
る

こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
「
高
層
ビ
ル
と
公
園

緑
地
」
「
東
口
開
発
と
港
湾
整
備
」
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。

　
本
市
の
再
開
発
の
体
系
と
地
区
ご
と
の
手
法

を
整
理
し
た
の
が
表
―
２
で
あ
る
。
都
市
再
開

発
法
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
だ
け
で
な

く
、
伊
勢
佐
木
町
に
見
ら
れ
る
モ
ー
ル
化
事
業

先
行
手
法
、
馬
車
道
や
綱
島
に
お
け
る
地
元
組

織
主
導
の
誘
導
手
法
、
山
下
公
園
周
辺
の
行
政

主
導
の
建
築
指
導
手
法
等
、
横
浜
市
の
再
開
発

行
政
は
地
区
の
実
状
に
対
応
し
た
、
多
様
な
展

開
を
示
し
始
め
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
そ
の
他
の
都
市
施
設
整
備
関

連
の
提
言
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
て
お
き
た

い
。

・
「
道
路
を
整
備
し
、
交
通
混
雑
を
な
く
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
・
六
％

・
「
地
下
鉄
な
ど
公
共
的
交
通
施
設
を
充
実
さ

　
せ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
八
％

・
「
地
震
や
災
害
に
強
い
安
全
な
街
に
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
・
七
％

・
「
港
湾
機
能
を
充
実
さ
せ
る
」
　
一
・
〇
％

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
三
〇
～
四
〇
歳
の

男
性
に
特
に
多
く
見
ら
れ
た
。
横
浜
市
の
道
路

率
は
九
・
六
％
と
い
ま
だ
低
水
準
で
あ
る
と
共

に
、
近
年
の
自
動
車
保
有
台
数
の
急
激
な
伸
長

に
よ
り
、
市
内
の
道
路
は
慢
性
的
に
渋
滞
し
て

表－2　横浜市の再開発の体系表

い
る
。
も
っ
と
も
、
ク
ル
マ
と
道
路
の
関
係

は
イ
タ
チ
ご
っ
こ
の
そ
れ
で
あ
り
、
単
な
る

道
路
整
備
事
業
だ
け
で
は
解
決
し
え
な
い
。
今

後
の
道
路
整
備
は
、
鉄
道
と
の
平
面
交
差
等
の

ネ
ッ
ク
の
解
消
を
最
優
先
に
す
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
地
下
鉄
や
バ
ス

路
線
等
の
公
共
交

通
機
関
の
整
備
や

サ
ー
ビ
ス
向
上

　
（
一
定
区
間
内
乗

換
自
由
シ
ス
テ
ム

等
）
が
、
人
々
に

マ
イ
カ
ー
を
捨
て

さ
せ
、
ひ
い
て
は

自
ら
の
経
営
基
盤

道路率・幅員比較図一７

を
向
上
さ
せ
て
い
る
例
が
世
界
各
都
市
か
ら
報

告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
い
て
は
、
接
近
表
示
板
だ
け
で
な
く
根
本

的
な
改
善
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
。

　
都
市
防
災
や
港
湾
機
能
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
積
極
的
な
提
言
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
港
湾

注　昭和54年４月１日，大都市比較統計調査

調査季報66―80. 667



に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
把
え
る
意
見
（
「
港
や
川
な

ど
、
水
際
を
人
切
に
す
る
」
二
・
八
％
）
が
多

か
っ
た
。

　
都
市
施
設
整
備
関
連
の
梶
言
は
、
計
一
七
・

七
％
に
及
ん
で
い
る
が
、
特
に
三
〇
代
以
降
の

壮
年
層
に
こ
の
種
の
提
言
が
多
か
っ
た
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。

④
―
安
全
で
楽
し
く
歩
け
る
街
に
す
る

　
　
「
歩
道
を
整
備
し
。
安
全
で
楽
し
く
買
物
や

散
歩
の
で
き
る
街
に
す
る
」
六
・
七
％
、
第
四

位　
生
の
声
を
掲
げ
よ
う
。

　
―
「
古
い
街
並
み
を
保
存
し
つ
つ
、
人
間
優

　
　
先
の
道
路
環
境
の
徹
底
し
た
街
づ
く
り
、

　
　
川
や
水
面
に
近
づ
け
る
街
づ
く
り
」

　
―
「
子
ど
も
が
安
心
し
て
通
学
で
き
、
遊
べ

　
　
る
よ
う
に
環
境
の
整
備
さ
れ
た
街
づ
く

　
　
り
」

　
―
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
街
の
よ
う
に
、
人

　
　
間
が
落
ち
着
い
て
歩
け
る
よ
う
な
街
」

　
―
「
大
通
り
公
園
や
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
の
よ

　
　
う
な
快
適
で
安
全
な
街
づ
く
り
」

　
―
「
道
路
に
う
る
お
い
を
与
え
て
ほ
し
い
。

　
　
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
の
よ
う
に
」

　
―
「
歩
道
が
ゆ
っ
た
り
し
て
並
木
が
美
し
く

　
　
ど
こ
に
出
て
も
さ
わ
や
か
な
散
歩
コ
ー
ス

　
　
が
欲
し
い
」

　
主
と
し
て
車
道
整
備
を
意
図
し
た
提
言
（
四

・
六
％
）
よ
り
も
歩
道
整
備
に
関
す
る
提
言
が

多
い
の
は
、
そ
れ
が
「
街
づ
く
り
展
」
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る

が
、
今
、
市
民
の
目
は
確
実
に
人
間
最
優
先
の

道
路
行
政
へ
と
向
き
つ
つ
あ
る
。

　
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
は
、
道
路
法
上
の
歩
行
者

専
用
道
路
と
は
な
れ
な
か
っ
た
が
、
車
道
の
進

入
禁
止
と
い
う
智
恵
で
実
質
的
な
歩
専
道
を
獲

得
し
た
。
都
心
部
の
再
開
発
と
リ
ン
ク
し
た
歩

行
者
モ
ー
ル
の
設
置
は
、
今
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
手
法
と
し
て
世
界
の
各
都
市
で
実
現

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
人
と
車
の

安
全
な
共
存
を
目
指
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ

ト
市
で
実
験
さ
れ
た
「
ボ
ン
ネ
ル
フ
」
と
い
っ

た
シ
ス
テ
ム
も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
歩
専
道

化
の
よ
う
な
明
快
性
は
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都
市
で
は
、
こ
う
い

っ
た
歩
行
者
モ
ー
ル
と
交
通
セ
ル
を
組
み
合
わ

せ
て
、
さ
ら
に
完
壁
な
歩
車
分
離
シ
ス
テ
ム
を

実
施
し
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
イ
セ
ザ

キ
モ
ー
ル
と
大
通
り
公
園
に
は
さ
ま
れ
た
区
域

の
歩
専
道
化
な
ど
も
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の

応
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
道
路
整

備
半
の
主
課
題
は
、
ま
さ
に
歩
行
者
道
路
の
確

保
忙
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

⑤
―
歴
史
あ
る
街
並
み
の
保
全

保
全
す
る
」
五
・
二
％
　
五
位

　
本
提
言
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
方
が
積
極
的

で
あ
っ
た
。
職
業
別
で
は
公
務
員
が
極
端
に
少

な
く
、
逆
に
教
育
職
の
提
言
が
目
立
っ
た
。

　
生
の
声
を
掲
げ
よ
う
。

　
―
「
昔
の
異
国
的
風
景
の
中
に
、
最
新
の
デ

　
　
ザ
イ
ン
の
建
築
物
が
立
ち
並
ぶ
美
し
い

　
　
街
」

　
―
「
明
治
村
に
勝
る
開
港
文
化
村
を
つ
く

　
　
る
」

　
―
「
近
代
日
本
の
開
国
の
歴
史
を
自
慢
で
き

　
　
る
遊
園
地
が
ほ
し
い
」

　
　
「
横
浜
の
歴
史
」
や
「
古
い
街
並
み
」
は
、

先
に
掲
げ
た
横
浜
の
独
自
性
を
表
現
す
る
内
容

で
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
別
に

と
り
上
げ
た
。

　
近
年
、
全
国
的
に
歴
史
的
な
街
並
み
の
再
評

価
、
保
全
の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

小
樽
運
河
保
存
問
題
が
新
聞
で
大
々
的
に
報
じ

ら
れ
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方

で
、
京
都
や
飛
騨
高
山
、
妻
寵
と
い
っ
た
歴
史

的
町
並
み
は
、
四
季
折
々
の
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。
神
戸
の
異
人
館
通

り
は
若
者
で
一
杯
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
現
象
が
、
現
代
の
無
味
乾
燥
な
都

市
空
間
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
こ
と

は
説
明
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
で
は
、
わ
が

ヨ
コ
ハ
マ
で
の
状
況
は
ど
う
か
？
　
都
市
と
し

て
の
歴
史
が
浅
く
、
か
つ
震
災
・
戦
災
と
二
度

に
も
た
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
横
浜

「
歴
史
を
大
切
に
し
、
古
い
街
並
み
な
ど
を

市
に
は
見
る
に
足
る
「
歴
史
的
街
並
み
」
な
ど

存
在
し
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
都
市
整
備

局
で
実
施
中
の
都
市
美
観
調
査
の
中
か
ら
、
山

手
周
辺
と
関
内
周
辺
の
例
（
図
―
８
・
９
）
を

と
り
あ
げ
て
み
ょ
う
。

　
山
手
の
外
人
墓
地
周
辺
は
、
や
は
り
フ
ア
ッ

シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
若
者
の
散
歩
道
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
界
隈
に
は
古
い
洋
館
も
少
な
く
な
い

が
、
神
戸
ほ
ど
の
集
積
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
一
帯
は
風
致
地
区
で
あ
り
、
「
山
手
地
区

景
観
風
致
保
全
要
綱
」
に
よ
り
開
発
行
為
・
建

築
行
為
は
一
定
の
規
制
を
受
け
る
が
、
建
物
の

取
り
壊
し
は
自
由
で
あ
る
。

　
一
方
、
関
内
地
区
は
、
事
務
所
ビ
ル
や
旧
銀

行
ビ
ル
、
倉
庫
等
に
古
い
建
造
物
が
多
く
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
は
な
い
が
、
本
町
通
り
や

海
岸
通
り
、
日
本
大
通
り
を
中
心
に
か
な
り
の

集
積
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
明
治

末
～
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
近
代
建
築
で
あ

る
が
、
旧
横
浜
正
金
銀
行
（
妻
木
頼
黄
設
計
）
。

新
港
埠
頭
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
（
大
蔵
省
臨
時
建
築

部
）
、
三
井
物
産
ビ
ル
（
遠
藤
於
菟
－
日
本
最

初
の
本
格
的
Ｒ
Ｃ
造
事
務
所
ビ
ル
）
等
の
明
治

建
築
を
筆
頭
に
、
各
々
が
横
浜
の
風
土
に
培
わ

れ
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
最
近
刊
行
さ
れ
た
「
日
本
近
代
建
築
総
覧
」

　
（
日
本
建
築
学
会
編
）
は
膨
大
な
調
査
に
基
づ

く
現
存
す
る
明
治
～
昭
和
戦
前
ま
で
の
日
本
近

代
建
築
の
総
リ
ス
ト
で
あ
り
、
全
国
で
約
一
万

五
千
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
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と
、
神
奈
川
県
だ
け
で
三
二
五
件
、
う
ち
山
手

周
辺
で
四
六
件
、
関
内
周
辺
で
一
二
五
件
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
当
調
査
以
降
に
取

り
壊
さ
れ
た
建
物
も
多
く
、
現
時
点
で
は
山
手

で
四
三
件
、
関
内
一
一
〇
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
山
手
や
関
内
の
歴
史
的
な
建
造
物
群
は
、
確

か
に
周
辺
の
街
並
み
に
特
色
を
与
え
、
独
自
の

雰
囲
気
を
形
成
し
て
い
る
と
思
え
る
。
で
は
こ

れ
ら
の
保
存
問
題
を
ど
う
考
え
た
ら
良
い
だ
ろ

う
か
。

　
単
体
と
し
て
極
め
て
優
れ
た
建
築
物
に
は
、

新
し
い
用
途
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
に

蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
旧
正
金
銀
行
↓
県

立
博
物
館
の
よ
う
に
）
が
、
少
数
の
そ
れ
ら
を

除
く
と
、
あ
と
は
今
の
と
こ
ろ
何
の
手
当
も
出

来
な
い
。
現
に
本
町
通
り
の
住
友
銀
行
を
は
じ

め
い
く
つ
か
の
優
れ
た
様
式
建
築
が
既
に
姿
を

消
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
凍
結
保
存
が
意
味

を
な
さ
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
開
発
を
前

提
と
し
た
保
全
手
法
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
し
、
ま
た
街
並
み
全
休
を
問
題
に
す
る
以
上

は
、
地
区
指
定
等
の
面
的
な
い
し
線
的
な
担
保

手
法
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
街
並
み
保
存
に
つ
い
て
先
進
的
な
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
は
、
「
都
市
景
観
条
例
」
と
い
っ

た
中
に
、
都
計
法
上
の
美
観
地
区
や
文
化
保
護

法
上
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
位
置
づ

け
て
運
用
し
成
功
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
街
並
み
保
存
の
闇
路
は
最

も
今
日
的
で
あ
る
と
共
に
、
あ
る
意
味
で
緊
急

を
要
す
る
課
題
で
も
あ

る
。
行
政
も
早
急
に
対

応
せ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
ま
た
市
民
の
側
か

ら
の
運
動
の
盛
り
上
が

り
に
も
期
待
し
た
い
。

＠
－
全
体
を
通
し
て

　
全
休
に
、
市
民
の
提

案
す
る
コ
ー
十
一
世
紀

の
ヨ
コ
ハ
マ
」
像
に
は

夢
物
語
は
極
め
て
少
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
生
活

環
境
整
備
や
生
活
の
充

実
と
い
っ
た
、
現
在
の

街
づ
く
り
の
施
策
の
延

長
上
に
あ
る
提
言
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
生
活
環
境
整
備
に
関

連
す
る
提
言
と
し
て

図―８　関内地区周辺の歴史的建造物（明治・大正・昭和の初期）

三
―
お
わ
り
に

は
、
緑
の
保
全
や
創
造
（
二
七
・
二
％
）
、
歩

道
の
整
備
（
六
・
七
％
）
、
無
公
害
都
市
（
四

・
五
％
）
、
ゴ
ミ
の
な
い
清
潔
な
街
（
四
・
二

％
）
、
都
市
美
観
の
向
上
（
三
・
一
％
）
等
が

上
位
を
占
め
た
。

　
ま
た
、
市
民
生
活
の
充
実
に
関
連
し
て
、
心

の
ふ
れ
合
い
の
あ
る
地
域
形
成
（
四
・
四
％
）
、

明
る
い
健
康
な
暮
ら
し
の
で
き
る
街
（
四
・
四

％
）
、
文
化
施
設
の
充
実
（
三
・
五
％
）
と
い

っ
た
提
言
が
見
ら
れ
た
。

　
「
街
づ
く
り
展
」
は
、
市
民
に
対
す
る
行
政

の
問
題
提
起
の
場
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
展
に
付
随
し
た
ア
ン
ケ
ー
卜
調
査
の
標
本

は
、
社
会
調
査
一
般
の
無
作
為
抽
出
標
本
と
は

異
っ
た
性
格
を
有
す
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も

彼
等
は
都
市
闇
題
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
進
ん

で
提
言
を
書
い
て
く
れ
た
市
民
で
あ
り
、
そ
の

図―９　山手地区周辺の歴史的建造物

意
見
は
十
分
尊
重
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

は
本
市
電
算
機
室
の
統
計
用
汎
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
た
。
担
当
の
ス
タ
。
フ
の
方
々
に
感
謝

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
〈
石
毛
＝
都
市
整
備
局
開
発
課

　
　
　
　
　
　
計
画
係
、
小
松
崎
＝
同
指
導
係
〉
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